
農環研ニュース　No.103   2014.7 農環研ニュース　No.103   2014.7

6 7

研究トピックス

　使用樹種に地域性が見られた境木ですが、いくつ

かの樹種には畑地境界の目安以外の用途がありまし

た。例えばウツギは、新春行事で用いる弓を作る（つく

ば市中根）、お葬式の際にご遺体に添え持たせるつえ

を作る（小美玉市、茨城町）、ウツギの開花期をミツバ

の種まきの目安にする（茨城町）、境木のチャノキから

茶葉を採取する（猿島市、千葉県八街市）、カマツカを

山林の境木にする（つくば市）といった使用例がありま

した。こういった植物の利用も境木に用いられる樹種

の地域性を生み出して来たのかもしれません。

里地の生き物を守るために
　かつて草地や雑木林といった農村の緑地は、かや

ぶき屋根をふいたり、牛や馬の飼い葉を刈ったり、薪

や田にすき込む落葉落枝を取ったりと日々の生活に

欠かせないものとして利用されてきました。しかし代

替資材の普及や生活スタイルの変化に伴って農村の

緑地の多くは利用の必要性を失い、現在は消失ある

いはその姿が大きく変容しています。今回紹介した境

木も耕地整理やプラスチック製くいの普及により減り

つつありますが、古くから今日まで植物利用の文化が

地域特有の樹木群を維持している珍しい例であるこ

とがわかりました。ヨーロッパでは草地や畑地の境界

に利用される生け垣が、鳥類、哺乳類、チョウ類など多

様な生物群の保全に役立つことが知られ、その保全

が図られています。今回は茨城県内の境木について

のみ紹介しましたが、境木は全国各地で利用されてい

ます（香月洋一郎「景観のなかの暮らし」,2000）。今後、

これら全国各地に見られる境木の分布や民俗的な利

用方法の記録、またこれら境木が他の生物相の保全

に果たす役割の解明を進めていく必要があります。

　皆さんは「生き物を守る」と言った時、どのような風

景を思い浮かべますか？ 知床、白神山地、尾瀬ヶ原、

西表といった人の手がほとんど加えられてこなかった

場所を真っ先に思い浮かべるかもしれません。確かに

このような原生自然の保全は重要です。しかし、私たち

の先祖が日々の暮らし中で長年手を加え利用してき

た里地にも様々な生き物が住んでいます。

　近年、この里地に残る緑地、例えば水田のあぜ、田

んぼの脇に残る草地、薪や炭材を採取していた雑木

林などに、デンジソウ、キキョウ、カタクリ、タガメ、オオ

ルリシジミ、オオタカなど、現在絶滅の危機にある動植

物が多く生育・生息していたことが分かってきました。

一方で里地の中でも一見緑の少ない「畑」には、どの

ような生き物がいるのかについてあまり研究が進んで

いません。ここでは茨城県内の調査からわかってきた、

畑の境界の目安として植えられている境木の歴史、多

様性と地域性について紹介します。

境木の歴史

　境木は畑の境界の目安であり、作物に大きな陰を

作っては困るため、数十cm位から大きくても人の背丈

程度に刈り込まれている樹木です（写真1）。現在残っ

ている境木のほとんどは、現高齢農家の皆さんよりも

前の世代の先祖が植えたもので、正確な樹齢はわか

りませんが、少なくとも半世紀以上は畑の境界で刈り

込まれ続けながら、生き続けるようです。昔からの境

木の利用を示す資料として、例えば、明治期の茨城県

の農村の暮らしを描いた「土」（長塚節著）という小説

では、「田の端へおりて境木の牛胡頽子の傍を…」や

「境木に植えられてある卯木のびっしりと附いた白い

花が…」など、境木の植栽された農村風景が詳細に描

かれています。また千葉県の八街市には畦畔茶という

お茶の木を境木に用いる民俗が知られています（猪

野義信「畦畔茶をめぐる民俗」,2003）。こちらは明治

初期に武州（現在の埼玉県）の人々が八街に入植した

際に畦畔にチャノキを植えたようです。これらのことか

ら境木を利用する文化は少なくとも明治期から今日ま

で続いていることがわかります。

境木の多様性と地域性

　このように古くから残る境木ですが、どのような樹種

がどこで使われてきたのかについては詳しくわかって

いませんでした。そこで茨城県の畑地域の177カ所を

調査した結果、2001個体50種の境木が観察されまし

た。総観察個体数に占める割合で見ると、最も多く用

いられていた種はウツギ（60.7％）でした（図1）。それ

に次いで、カマツカ（8.8％）、マサキ（7.7％）、チャノキ

（6.8％）、クワ（4.6％）、エノキ（4.2％）が多く用いられ

ていました。

　次に境木の分布傾向を見ると、ウツギは茨城県内

全域に広く分布していますが、特に那珂川と恋瀬川に

挟まれる地域に多く見られました（図2）。カマツカは

那珂川以北あるいは恋瀬川以西に多く、マサキは那

珂川以北に、チャノキは小貝川以西に多く見られまし

た。茨城県内では那珂川や小貝川（あるいは鬼怒川）

を境にお祭りや方言などの民俗に地域的な違いがあ

ることが知られています（藤田稔「茨城の民俗文化」,

2002）。境木も同様に大きな河川を境にして、使用樹

種に地域性があるようです。
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写真1　茨城町の畑地境界に植えられた境木のウツギ
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図2　主要樹種のカーネル密度推定に基づく出現確率

図1　茨城県で観察された主要な境木の樹種とその出現頻度
　　  上位15種のみを例示

各種の図中の点は観察点を示す
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